










菊口繁子、木下一郎、小林こずい、西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、関向晶子、高貝しづ子、

田村雪江、滝沢久嘉、寺井美和子、中山美穂、中村正、沼澤岩男、根岸年男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、

星野辰子、増沢勝実、宮崎達夫、山崎美紀、吉田寛、若林紀美代

（富士見市教育委員会）飯田久子、上田寛、島田仁、鈴木美恵子、清水淳、関根輝子、高野ナミ、塚本政勝、中川和弘、

成田淑美、羽田美代子、吉田信江、瀬戸加代子

〈整理作業参加者〉（敬称略）青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、臼井孝、大久保明子、小林登喜江、須藤さち子、

高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図 １：４ 土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：４、２：３ 銭 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないのは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器 ★ 黒曜石・チャート ▲ 礫 ○

（４）土器断面図は、「網目」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）遺物実測図における screen-tone の指示。

塗彩 煤 煤（タール状）

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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遺跡名 申請地住所 開発面積 原因 立会日 再開発時の対応
１ 北野遺跡 北野２丁目２１１９番２．４の各一部 ２１７ 鉄骨２階建て長屋建設 ２００７．１．２４
２ 北野遺跡 北野２丁目２１１９番２．４の各一部．．３，５ ２２１ 専用住宅２階建て ２００７．１．２４

３ 北野遺跡 北野１丁目３１１５－８ ５１ 専用住宅（木造３階
建）建設

２００７．２．７ 遺構遺物なし

４ 大井武蔵野１２７３‐１ ７，３９８ ターミナル倉庫 ２００６．９．２０
５ 鶴ヶ岡外 亀久保字大野原１６４４－１０ １１９ 専用住宅（２階建て） ２００６．９．１４
６ 鶴ヶ岡２丁目２７‐４ １，１４５ 共同住宅 ２００６．６．６
７ 大井武蔵野４０６－２，３ ２，３００ 店舗 ２００６．１０．２５

８ 新 田２丁 目４２３‐３，４２４－１，４２５の 一
部，４２８の一部

２７３ 専用住宅（２階建て）
建設

２００６．４．１９ 盛土保存

９ 西ノ原遺跡９８地点 苗間１丁目１３－１３ ２０６ 個人住宅建設 ２００７．３．９

１０ 北野遺跡 北野２－１７８８－１ １５８ 専用木造住宅（３階
建）建設２棟

盛土保存

合計 １１，８１８

遺跡・地点名 申請地住所 調査面積
（�）

開発面積
（�） 原 因 試掘期間 調査期間 備 考

３９ 神明後遺跡２９地点 苗間神明後３０３‐２１，２４ ５２ １３６ 個人住宅建設 ２００６／５／８～
１１

２００６／５／
１２～１９

縄文遺物、古代～
中世溝検出

４０ 神明後遺跡３０地点 苗間神明後３０３‐１ ６０ １０１ 個人住宅建設 ２００６／５／８～
１９

２００６／１２／
１４～１９

縄文遺物遺構／近
世柱穴検出

４１ 浄禅寺跡遺跡２６地
点

苗間神明後３５４―２３ １１２ １１２ 個人住宅建設 試掘調査済
み（２００５．３）

２００６／４／
１７～２８

縄文遺構遺物検出

４２ 浄禅寺跡遺跡２６地
点

苗間神明後３５４―２４ １１４ １１４ 個人住宅建設 試掘調査済
み（２００５．３）

２００６／６／７
～１５

縄文遺構遺物検出

４３ 浄禅寺跡遺跡２８地
点

苗間字東久保７１９―７，７２０―１ ２２ ２，４７８ 園舎改築工事 ２００７／１／２３ 溝検出

４４ 大井宿遺跡１２地点 大井１丁目６―２２ １１０ ２，６６４ 事務所兼店舗
及び工場建設

２００６／６／１３
～１６

近世遺構検出

４５ 大井宿遺跡１３地点 大井１―３―３２ ６０ １５１ 個人住宅建設 ２００６／８／２１ ２００６／８／
２２～２４

近世遺構遺物検出

４６ 大井宿遺跡１４地点 大井１丁目２―１９，２―２０ １１２ ９４４ コンテナボッ
クス設置

２００７／３／２７
～２９

近世遺構検出

４７ 大井氏館跡遺跡２１
地点

大井１丁目７―１５ ２２ １７４ 個人住宅建設 ２００６／５／２２ 遺構遺物なし

４８ 本村遺跡１１７地点 大井２―１１―４，６の一部 １，５８２ １，５８２ 店舗建設 ２００６／３／２２
～４／１４

中世遺構遺物検出

４９ 本村遺跡１１８地点 市沢２丁目１２番１３ ８０ ２５７ 個人住宅建設 ２００６／５／２４
～２５

２００６／５／
２５

縄文遺構検出

５０ 大井戸上遺跡５地
点

大井字東台７３９番１４ １０ ３２６ 個人住宅建設 ２００６／７／１０ 遺構遺物なし

５１ 東台遺跡４５地点 大 井 字 東 台７１０―１，７１１―
１，７１７―１．２

７，９７１ １７，３９１ 小学校建設 ２００６／５／３１
～９／１

２００６／９／８
～２００７／３
／７

旧石器石器群、縄
文遺構遺物検出

５２ 東台遺跡４６地点 大井字東台６２６‐１１ ８０ １００ 宅地造成 ２００６／９／４～
６

２００６／９／
１５～２８

縄文住居跡２軒検
出

５３ 東台遺跡４７地点 大井字東台６０２番４，６０２番５ ８０ ３２０ 個人住宅建設 ２００６／９／１９
～２０

遺構遺物なし

５４ 東台遺跡４８地点 大井字東台６４９‐２１ ２５ ６０ 個人住宅建設 ２００７／１／１６
～２６

縄文住居跡３軒検
出

合計 ２１，７２７ ４３，５８５

第３表 ２００６（平成１８）年度立会い調査一覧表

3Ⅰ 調査に至る経過



第１９章 浄禅寺跡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

淨禅寺跡遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約６００

�、淨禅寺川の湧水地南側から右岸の台地上に位置す

る。標高１２～１４�で現谷底との比高差は２�を測る。

淨禅寺川はさかい川と砂川堀の間を東流し、さかい川

に合流する。さかい川はやがて砂川堀に合流して新河

岸川へと注ぐ。

周辺の遺跡は北西に神明後遺跡、北側に苗間東久保

遺跡が隣接する。本遺跡は１９８９年に苗間東久保遺跡の

一部を淨禅寺川を境に分割して登録した。

遺跡周辺は早々に市街化が進み、残された畑地も周

辺の区画整理の影響で開発が増加している。

２００８年２月現在３０ヶ所で試掘調査及び発掘調査が行

なわれ、縄文時代早期の炉穴多数、前期住居跡１軒、

中近世の薬研状の堀や、遺跡名の由来である淨禅寺墓

域から土壙墓１５７基、１字１石経約７６，０００点が出土し

ている。旧苗間村の淨禅寺は江戸時代に建立されたが、

幕末に焼失していらい再建されていない。

Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２６地点

（１）調査の概要

調査地は以前分譲住宅建設として２００５年２月２３日付

けで申請され、２００５年３月に試掘調査済であるが、開

発行為の変更があり、今回個人住宅建設として新たに

２００７年４月１０日付で１件（A区）、同年６月７日付け

で１件（B区）、計２件の原因者より「埋蔵文化財事

前協議書」が市教育委員会に提出された。

本調査はA区を２００７年４月１７日から同年４月２８日

まで、B区を２００７年６月７日から同年６月１５日まで行

なった。重機で表土除去後、人力による調査を行なっ

た。調査の結果、縄文時代の炉穴１０基、土坑８基、ピ

ット２１基、近世の溝１状を検出した。旧石器時代の調

査は行っていない。写真撮影・全測図等記録保存を行

なったうえ埋め戻し調査を終了した。

第６１図 浄禅寺跡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地
点 所在地 調査期間

（ ）は試掘調査
面積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ 苗間東久保５７９ １９７９．４．３～４．２１ ６０５ 共同住宅 苗間東久保１地点として報告済み
炉穴１０、土坑１４、縄文早期後半・中期

東部遺跡群Ⅰ

２ 苗間東久保５７３ １９８２．４．１～４．３ ３９６ 共同住宅 苗間東久保７地点として報告済み
遺構なし、磨耗縄文土器

東部遺跡群Ⅲ

３ 苗間東久保５８１ １９８４．７．２０～７．２１ ３２０ 共同住宅 苗間東久保１２地点を浄禅寺３地点とする
遺構なし、縄文中期末

未報告

４ 苗間神明後３４６―１ １９８９．１１．１５～１１．２５ １５０ 開発予定地 炉穴１０、土坑７、ピット１４、
縄文早期後半・前・中期

東部遺跡群Ⅹ

５ 苗間３７４―９ １９９１．８．２８～９．３ １００ 個人住宅 遺構なし、縄文前期・中期土器片 町内遺跡群Ⅰ

６ 苗間３５８―１ １９９１．９．２１～１２．２６ ８２６ 個人住宅 遺構なし、遺物なし 町内遺跡群Ⅰ

７ 苗間東久保５７３―４ １９９２．１０．２０～１１．２０ ８３１ 共同住宅 炉穴８、井戸３、堀３、縄文草～中期 調査会報告５集

８ 苗間３５７―１ （１９９４．９．２０～９．２７） ６１５ 宅地分譲 落し穴、根切溝 町内遺跡群Ⅳ

９ 苗間３５３ （１９９４．１０．１８） １，２６６ 農地改良 土坑、溝、縄文土器、磁器 町内遺跡群Ⅳ

１０ 苗間３５６―１ １９９４．１０．３１～１１．２ ９９９ 宅地分譲 近世土壙墓、一石経埋納土坑、
六道銭、江戸中後期

調査会報告１２集

１１ 苗間３５２―１ 他 （１９９５．１．９～２．３） ５７２ 道路 湧水口 町内遺跡群Ⅳ

１２ 苗間３５―９５ １９９５．９．２５～１０．２１ １４０ 個人住宅 屋外炉、遺物集中３、ピット１６、溝５、
縄文中期土器、磁器

町内遺跡群Ⅴ

１３ 苗間３１４―２ （１９９６．１．８～１．２９） １０１ 個人住宅 土坑１３、ピット１１、井戸１、溝２、
縄文早～後期、陶磁器

町内遺跡群Ⅴ

１４ 苗間３６０―１，３６２―２ （１９９６．６．３～６．１２）
１９９６．６．１８～７．１１

２，１７８ 個人住宅 礫群３、落し穴１、溝４、ピット２５１、
旧石器、縄文土器、陶磁器片

町内遺跡群Ⅵ

１５ 苗間３６２―４・５ （１９９６．６．３～６．１２）
１９９６．７．１２～８．２

４９４ 分譲住宅 炉穴７ 町内遺跡群Ⅵ

１６ 苗間５７９―１ １９９７．１１．１０～１２．１９ ２９１ 個人住宅 縄文住居１、炉穴１４、ピット６１、土坑１６、溝４、縄
文早期後半、前期、中期

町内遺跡群Ⅶ

１７ 苗間３４５―２・１０ （１９９８．９．２９～１０．２） ８７７ 個人住宅 遺構なし、縄文早期後半、中期後半 町内遺跡群Ⅷ

１８ 苗間３４５―３・４ （１９９９．５．２６～６．２４）
１９９９．６．２６～８．３

５９９ 個人住宅 炉穴８、集石土坑３、土坑１３、ピット２７、溝
縄文後期土器、土師器

町内遺跡群Ⅸ

１９ 苗間神明後３４５―４ １９９９．８～９ ７０３ 分譲住宅 炉穴１、集石２、焼土痕４、土坑２２、井戸２、溝８、掘
立５、縄文早～晩期土器、石器、中近世陶磁器、
板碑

調査会報告１５集

２０ 苗間神明後３５１―１ （２００１．１０．２６～１０．２９） ２２３ 倉庫 遺構なし、近世磁器 町内遺跡群ⅩⅠ

２１ 苗間東久保５９１―３，５９２―７ （２００１．１１．１９～１１．２０） １８２ 個人住宅 遺構なし、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅠ

２２ 苗間３７３―５・８，３７７―５・３・４ （２００２．４．２３～５．１４） ９３５ 分譲住宅 土坑１、ピット４、溝、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

２３ 苗間５９２―１ （２００３．４．２８） １００ 個人住宅 ピット２、溝、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

２４ 苗間神明後３４６―１・２の一部 （２００４．８．３０～８．３１） ３９１ 個人住宅 遺構なし、遺物なし 町内遺跡群ⅩⅡ

２５ 苗間３３９―１・２ （２００４．９．２２～１０．１２） ７２１ 共同住宅 ピット２ 町内遺跡群ⅩⅡ

２６ 苗間神明後３５４―２の一部 （２００５．３．３～３．８）
２００６．４．１７～２８，６．７～１５

２１６ 分譲住宅 炉穴１０、土坑８、ピット２１、溝１、縄文中期片 市内遺跡群３

２７ 苗間神明後３５４―２ （２００５．１２．１～２００６．１．２２）
２００６．１．２３～２．２３

６９６ 新設道路築造
分譲住宅

住居跡１、炉穴１５、埋甕２、土坑１１７、
ピット１２７、溝１

市内遺跡群２

２８ 苗間字東久保７１９―７，７２０―１（２００７．１．２３） ２，４７８ 園舎改築工事 溝２ 市内遺跡群３

第３０表 浄禅寺跡遺跡調査一覧表
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（２）遺構と遺物

【炉穴】調査区の全域に渡って２～７�の間隔をもっ

て炉穴が点在する。炉穴２・５～１０は土坑内に平坦面

があり足場部分と思われる。出土遺物から遺構の時期

は縄文時代早期。

【土坑】調査区の全域に渡り２～７�の間隔をもって、

円形もしくは楕円形の土坑が点在する。土坑１～７は

浅いが立ち上がりはしっかりしている。土坑８は袋状

の土坑で土器・礫が多量出土する。出土遺物と覆土か

ら土坑は全て縄文時代の遺構。土坑２は中期初頭、土

坑７は前期、土坑４・８は後期。

【ピット】調査区東側に集中する。P１～１２は出土遺

物と覆土から縄文時代、P１３～１９は覆土から時期が新

しく根痕と思われる。

【溝】調査区南西隅に検出した。西から南へ曲がる部

分で、溝は西と南に向って調査区外へ延長する。断面

形態は幅の狭い「V」字形を呈す。縄文土器が出土す

るが、覆土から遺構の時期は中世以降。

第３１表 浄禅寺跡遺跡第２６地点遺構一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

炉穴１ ６４× １５×４ ３７
焼土面７�、調査
区外未掘

炉穴２ 楕円形 １４２×７２ １１８×５４ ２０
焼土面６０×４０�、
足場有り、土器出
土・礫多量出土

炉穴３ 楕円形 ７０×４８ ３８×２５ ９ 焼土面４２×１５�

炉穴４ 楕円形 ９８×６５ ６１×４８ １９ 焼土面６０×４８�

炉穴５ 楕円形 １３３×５６ ９５×２０ １９
焼土面４５×２８�、
足場有り、礫出土

炉穴６ 楕円形 １０４×７５ ９３×４２ ２０
焼土面�２５×２３�、
焼土面�２５×２１�、
足場有り

炉穴７ 楕円形 ９７×８２ ７０×５８ １８
焼土面４２×４０�、
足場有り、土器出土

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

炉穴８ 不整形 ９５×８４ ７５×６０ １５
焼土面４２×３０�、
足場有り、土器出土

炉穴９ 楕円形 １１０×８８ ７２×５６ ２４
焼土面４６×４０�、
足場有り、土器出土

炉穴１０ 円形 １１７×１１４ ８４×８０ ２４
焼土面３２×２３�、
足場有り、土器・
礫出土

土坑１ ９０× ７０× １４ 調査区外未掘

土坑２ 楕円形 １１６×９０ ９０×６２ ３０ 土器・礫出土

土坑３ ヒョウタン １５０×１１４ １０５×１０５ ２６ 土器・礫出土

土坑４ 楕円形 １４０×１０５ １０４×７４ ３０
底面にピット深さ
６０�、土器・礫出土

土坑５ 楕円形 １２４×１０４ ９０×７４ ２０ 土器・礫出土

土坑６ 楕円形 １１２×８０ ８８×５８ ３０ 土器・礫出土

土坑７ 楕円形 １４５×１２５ １２５×１０３ ４８ 土器・礫出土

土坑８ １２４× １１４× ５２
調査区外未掘、土器
多量出土・礫出土

P１ 楕円形 ４２×３５ ２０×１５ ２９

P２ 円形 ５２×４８ ４０×２４ １４

P３ 円形 ４７×４０ ２５×２４ ２１

P４ 楕円形 ４５×３８ １８×１５ ２０

P５ 楕円形 ４２×３６ ２４×１５ ２８ 片岩出土

P６ 楕円形 ８２×４４ ２０×１６ ３２ 土器出土

P７ 楕円形 ３７×３２ １７×１４ ４２

P８ 円形 ５３×５２ ３９×３５ １６ 磨石出土

P９ 円形 ５６×５５ ２８×２４ ４５

P１０ 楕円形 ５５×４５ ４５×３５ １６
P１１、P１２と重複 P
１１より新

P１１ 楕円形 ４６×４０ ３６×３０ １３
P１０、P１２と重複 P
１０より古、土器・
磨石出土

P１２ 楕円形 ４６×４２ １２×７ ２６
P１０、P１１と重複、
土器出土

P１３ 楕円形 ４０×３２ ２４×１６ ２５ 根痕

P１４ 楕円形 ５２×３６ ３１×２５ ２７ 根痕、土器出土

P１５ 円形 ５２×４８ ２４×１８ ２９ 根痕

P１６ 円形 ３６×３２ ２０×１６ ５０ 根痕

P１７ 円形 ３４×３２ ６×６ ７４ 根痕

P１８ 楕円形 ９０×８０ ７６×６４ ２４ 根痕、土器出土

P１９ 円形 ６２×６０ ３２×３２ ２８ 根痕、土器出土

P２０ 楕円形 ３２×２６ １０×６ １９

P２１ 円形 ２０×１８ ４×４ ２８

溝１ V字形 ～ ３５～６５ ２０８ L字形に屈曲する

第６２図 浄禅寺跡遺跡第２６地点遺構配置図（１／３００）
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第６３図 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴１～６（１／３０）
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【炉穴出土土器】（第７０図１～５）

１と２は２号炉穴出土で胎土には植物繊維を含む。

３は７号炉穴出土で素撚り縄文。４は８号炉穴出土で

撚糸文。５は９号炉穴出土で共に素撚りの縄文。他の

炉穴から遺物は出土しなかった。

【土坑出土土器】（第７０図６～３９）

６～１０は２号土坑出土。６は撚糸文、７～９は結節縄

文をもつ五領ヶ台式。１０は細縄文押圧の口縁部。

１１～１３は３号土坑出土。１１と１２は胎土に繊維を含む。

１４は４号土坑出土で縄文のみ。１５は４号土坑出土の深

鉢の把手で貫通する円孔と沈線が表裏ともに著しい。

１６は５号土坑出土の無文片。１７～２０は７号土坑出土で

１７と１８は胎土に繊維を多量含む。

２１～３９は８号土坑出土で弧状磨消内に刺突文を入れ

る類で縄文を欠き称名寺２式である。３３は口縁下に８

字状貼付文をもつ大深鉢。３４～３６は口唇に沈線文と刺

突文をもつ浅鉢。３８は無文浅鉢口縁部。３７は浅鉢の胴

部片。３９はチャート製楔型石器。

【ピット出土土器】（第７０図４０～５１）

４０と４１は P６出土で J字状に地文の細縄文を残す称

第６４図 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴７～１０（１／３０）
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第６５図 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑・ピット（１／６０）
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名寺Ⅰ式のもの。４２は P８出土で安山岩製の磨石で半

ばを欠失する。４３～４６は P１１出土でいずれも胎土に植

物繊維を含み、４３と４４は条痕文、４５は斜縄文をもつ。

P１１は早期後半又は末といえる。４６は安山岩製磨石の

半欠品。４７は P１２出土の無文片。４８～５０は P１８出土で

繊維を含む土器と結節縄文をもつ。５１は P１９出土で隆

帯上に刻目をもつ。

【溝１出土土器】（第７０図５２～６０）

５２は押引と刺突著しく赤褐色を呈す。５３は沈線で波

状文を作り、５４は胎土に金雲母と石英を含む。５５と５６

は地文縄文。５７は磨消懸垂文をもつ加曽利 EⅡ式。

５８は条線文のみの胴部片。５９は無文口縁で地文条線の

小片。６０は緑泥片岩製の板碑破片。鉄滓片も出土した。

【遺構外の土器】（第７０図１～２７）

１～７は撚糸文土器、８～１７は胎土に植物繊維を多

く含み、８は表裏条痕、１２と１３は植物繊維圧痕、１４と

１５は同一個体。８～１７は早期後半～末葉だが細分困難。

１８～２０は地文条線の土器群で１８は連弧文で加曽利 E

Ⅱ末併行。２１～２４は磨消部を刺突する称名寺Ⅱ式。２５

は列点文の他は地文縄文のみ。２６は浅鉢の口縁部で８

字状隆帯を貼付ける薄手で堀之内式。２７は側面調整の

著しい土製円板。

第６６図 浄禅寺跡遺跡第２６地点溝（１／６０）
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第６７図 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴・土坑・ピット・溝・遺構外出土遺物（１／４・２／３）

85Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２６地点



神明後遺跡第２８地点試掘調査 神明後遺跡第２９地点試掘調査全景

神明後遺跡第２９地点溝１

神明後遺跡第３０地点トレンチ４

浄禅寺遺跡第２６地点本調査全景西側 浄禅寺跡遺跡第２６地点本調査全景東側
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浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴１ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴２

浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴３ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴４

浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴５ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴６

浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴７ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴８

写真図版 １２272



浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴９ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴１０

浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑１ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑２

浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑３ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑４

浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑５ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑６

写真図版 １３ 273



浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑７ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑８

浄禅寺跡遺跡第２６地点溝１ 浄禅寺跡遺跡第２６地点溝１

浄禅寺跡遺跡第２８地点試掘調査トレンチ 浄禅寺跡遺跡第２８地点溝１

大井宿遺跡第１２地点試掘調査 大井宿遺跡第１３地点本調査
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江川東遺跡第１１地点出土石器 江川東遺跡第１１地点
出土石器裏

駒林遺跡第３地点 出土遺物

東中西遺跡第２９地点・西ノ原遺跡１３６・１３７地点出土遺物

２９地点溝

２９・３０地点試掘

３０地点

浄禅寺遺跡第２６地点 出土遺物

神明後遺跡第２９・３０地点 出土遺物

東中学校西遺跡第２９地点

西ノ原１３６地点 西ノ原１３７地点
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